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目
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l 学校外教育の大衆化と多様化
・ 「塾・予備校」「家庭教師」「通信教育」と多様に
・ 通塾している中学3年生は80%（全国学力・学習状況調査）

l 先行研究（学校外教育の進学に対する効果)
・ 多くの蓄積があるものの効果は一致していない
・学校外教育を一括りにした研究が多い
⇒それぞれの効果は違うのでは？
・ 進学校進学にのみ焦点を当てている
⇒中堅校進学でも学校外教育の効果と言えないだろうか？

l 問い

・ 学校外教育は低階層の子どもに効果はないのか。
・ 学校外教育は学習定着に寄与し、大学進学につながるか。

デ
呎
タ
と
分
析
手
法

l データ
・ 働き方とライフスタイルの変化に関する全国調査(JLPS)
のwave1とwave2

・ 20歳から40歳までの男女

l 分析方法
・ 傾向スコア分析(中澤 2013)
「選択バイアスのかからない最新の結果」(李 2015)
三輪・菅澤(2009)、林(2011)	を参考に

(手順1) 処置変数を従属変数とした二項ロジスティックに
より傾向スコアを求める

(手順2) IPW推定量の作成(逆確率を重み付け)
(手順3) ウェイトを再調整
(手順4) ウェイトをかけて回帰分析
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l 従属変数
・ 高校進学先の5カテゴリ
進学校・公立中堅・私立中堅・公立下位・私立下位
(手順1) 進学率別に3カテゴリに分類

進学校：高3生のほぼ全員が進学
中堅校：50〜80%が進学
下位校：ほぼ進学しない〜30%ほどが進学

(手順2) 中堅校と下位校を「公立」「私立」で区分
(手順3) 基準カテゴリは私立下位（西丸 2014）

l 処置変数
・ 通塾経験ダミー ・ 家庭教師経験ダミー ・ 通信教育経験ダミー

l 独立変数
・ 男性ダミー
・ 15歳時暮らし向き
・ 15歳時本の冊数
・ 兄弟姉妹数
・ 本人大卒志望ダミー

・ 父大卒以上ダミー
・ 母大卒以上ダミー
・ 父親職業(専門・事務販売・マニュアル)
・ 通塾率ダミー(通塾率を5分位で場合分け)
・ 処置変数と父親職業の交互作用

• 塾や家庭教師を経験しているのは
15歳時の暮らし向きが良い子どもで
ある

• 通信教育を経験している子どもは15
歳時の暮らし向きが良くない

• よりよい高校ランクに行きやすくする
効果は通信教育のみ
（塾・家庭教師は確認できず)

• 低階層に効果があるのも通信教育
(交互作用項が有意)

• 通信教育を中3時に受けた子どもは
大学進学しやすい（その他の学校外
教育は効果を確認できず）

• 中堅校以上の学校に行くことは大学
進学しやすくさせる
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め
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l 通信教育で効果が一番高かった
・ 都市部や農村部でも一律に同じ内容
・ 自分の都合のいい時間に勉強できる
・ 全国展開の情報量(定期テストの出題頻度など)
⇒豊富な情報量を基にした進路指導と能動的学習が可能に

l 大学進学にも中学生時の通信教育は効果あり
・ 高校進学後のサポート ・ 学校ランクの媒介効果

l 塾・予備校では効果が確認されなかった
・ 私立は土曜日も授業実施など教育熱心
⇒ギリギリの合格より余裕を持った合格を狙っている可能性

l 今後の課題
・ 通信教育を続けられる「粘り強さ」のが統制
・ 小学校時通信教育を受けたか不明（⇒家庭の効果）
・複数経験者の考慮ができていない

本研究の二次分析にあたり、東京大学社会科学研究所附属社会調査・データアーカイブ研究センター SSJデータアーカイブから「東大社研・パネル調査」（東京大学社会科学研究所パネル
調査プロジェクト）の個票データの提供を受けました。また、「東大社研・パネル調査」特別データに関して別途利用申請をおこない、審査承認を受けました。
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